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令和３年３月１９日 

幼保連携型認定こども園 大関保育園 

毎日の園生活の中で、子どもたちはあそび、友だちとかかわり合いながら、いろいろな経験を積んでいます。子どもたち

にとって、あそびはまさに「学びの場」です。「おもしろそう！」「やってみたい！」と子どもたちの意欲が高まり、自ら経

験したことは子どもの「生きる力」を育みます。 

 

幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿 

①健康な心と体 ②自立心 ③協同性 ④道徳性・規範意識の芽生え ⑤社会生活とのかかわり ⑥思考力の芽生え 

⑦自然とのかかわり・生命尊重 ⑧数量・図形・文字への関心・感覚 ⑨言葉による伝え合い ⑩豊かな感性と表現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

自然とのかかわり 

天気がいい日、窓に貼ったシールの色が床にきれいにうつっていました。手で

触ってみると手もその色になることに気が付き、お友だちと押し合いっこしな

がら手を伸ばします。誰かの影になると消えてしまうので「あれ？」と真剣に

探す姿も見られました。その小さな変化に気付くことが学びに繋がっていくの

でしょうね。（１歳児） 

言葉による伝え合い・豊かな感性 

みんな絵本が大好きです。お気に入りの絵本を持ってきて「よんで～。」と友

だちや保育教諭と楽しんでいます。絵本を見て、子ども「これはなぁに？」

保育教諭「これは○○だね～。」というやりとりを満足するまで楽しんでいま

す。絵本に親しむことで、少しずつ言葉を覚え感覚が豊かさを増し、友だち

や保育教諭と心を通わせることができるようになっていきます。（１歳児） 

思考力の芽生え 
友だちがはしごの下をくぐっ

ているのを見て「私もやってみ

たい」とはしごの下に頭を入れ

ようとしますが・・。頭がはい

らず「できない！」と泣いてし

まいました。保育教諭に「頭を

横にしてみたら」と声をかけら

れたことで頭を右に左にと傾

け、試しながらくぐり方を考え

ていました。できないことで諦

めるのではなく、保育教諭との

会話の中で「どうしたらできる

のだろう」と考え行動していく

姿が見られました。（２歳児） 

豊かな感性と表現 

はしごの下をくぐっていた友だちの手を引っ張り楽しんで

いるうちに、「ぼくも」「わたしも」と友だちの足を持った

り、背中を引っ張り始めました。うんとっこしょ！どっこ

いしょ！！とかけ声がかかると発表会を思い出し、カナリ

ヤさんのかぶを抜いていました。友だちと一緒に活動する

なかで、表現する楽しさも感じていました。（２歳児） 

思考力の芽生え・感じる 

指先も上手に動かせるようになってきました。 

ティッシュケースからフェルトをつまんで引っ張り出そうと挑戦しています。 

最初はケースから上手く出せずに「うーん．．．」と少し困り顔で保育教諭に訴え

る姿が見られました。手を添えながらやり方を知らせていくと取り出すことが

でき、「やった～」と言っているかのような素敵な笑顔が見られました。 

フェルトにはイラストが描いてあり、大好きなアンパンマンの絵柄が出てくる

とにっこり♡ 

フェルトの素材を感じたり、絵を見たりして楽しんでいます。（０歳児） 

数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 

「はいるかなぁ？」「なかなかはいらんわ！」と水やりに使っ

ていたじょうろの中に雪を入れようとしていました。 

バケツには簡単に雪を入れることができたのに、じょうろに

はなかなか雪が入りません。どうして入らないのかカナリヤ

さんにはまだ難しいかもしれませんが、この経験を通して形

や大きさ、ものの大小を見分ける力が育ってほしいと思いま

す。（２歳児） 

道徳性・規範意識の芽生え 

お相撲ごっこをし、負けて悔し泣きをしている友だちに「どうしたの？」と声を掛ける姿が見られました。その後も「一緒に行こう」と声を掛け

友だちの手を取ると嬉しそうに微笑みながら歩きだしていました。子どもたちの友だちを気に掛ける姿に心が温まりました。（３歳児） 

自然とのかかわり 
雪が降り、園庭で遊んでいると雪が溶けてつららを発見し

ました。つららを見て「すご～い」「ツンツンしてる」「落

ちそう」などと興味津々の子どもたちでした。氷を見つけ

触ると、「きゃ～」「冷たい！」「なんかぬるぬるする」と一

人一人感想を言っていました。雪でかき氷を作ったり雪だ

るまを作ったり雪合戦をしたりと雪が沢山降り、子どもた

ちにとって発見だらけの冬になりました。（３歳児） 

豊かな感性と表現 

色々な素材の廃材を使いながら、作るのも上手になってき

ました。お店屋さんごっこの品物作りでは「車を作りた

い！」との声が上がり制作しました。自分で沢山の廃材の

中から選び、「これ（ペットボトルのふた）はライト！」

「これ（紙コップ）は鉄砲！」と友だち同士で表現しなが

ら取り組む姿が見られました。時々、「のりでつけたけど、

すぐ外れてまう～」と弱音が聞こえることもありました

が・・・。また自分で考え、「キラキラテープにしたらつ

いたわ。」などの気づきもあったようです。（４歳児） 道徳性・規範意識の芽生え 

制作時や沢山の遊びの経験の中で、今までは「のり片付けてね。」などと声を掛

けることも多かったですが、少しずつ自分で考えて行動することも増えてきまし

た。「（制作）終わったらどうすればいい？」と先のことを読んで聞いたり、「の

りや鉛筆、集めて持ってきたよ！」と保育教諭の姿をしっかり見て、それを自分

たちでやろうという主体性も見えてきました。（４歳児） 


